
ガバナー公式訪問　原稿
幹事　安田智雄
2026年9月4日(金)名古屋東急ホテルにて、國府谷俊盛ガバナー、山田哲也地区幹事をお迎えし、名古屋葵RC、名古屋アイリスRC、名古屋北RCの3クラブ合同例会を開催しました。
例会前の会長・幹事懇談会では、山田地区幹事の進行のもと、活発な意見交換がなされ、ガバナーから適切なアドバイスを頂戴する貴重な機会となりました。
そして例会でのガバナー卓話では、まず初めに熊本の震災に対しての地区の対応のご報告と各ロータリークラブの支援に対して感謝の意を頂戴しました。
今年のオラインカRI会長のテーマである「持続可能なインパクトを生み出そう」について大変分かりやすくご説明いただきました。そして日本の子供たちのために、という國府谷ガバナーの一番の目的とされていることに関してのお話も頂戴いたしました。国連の定める子供の権利条約4つの柱「差別の禁止・子供の最善の利益・生きる育つ権利・意見の尊重」、こうした崇高な権利が掲げられていますが、現在の状況に疑問を投げておられました。そして、ロータリアンとして何ができるかと真剣に考えておられました。ロータリーの寄付の目的であるポリオの根絶とともに、来年は疲弊する日本の子供たちへの寄付も行いたいと言及されておられました。最後に、小さな一滴が大きな大河となり、世界平和・環境の改善・いろいろな部門おいてその資金が有効に活用され、世界が豊かになる、日本の子供たちも豊かになることを願われるという結びの言葉でした。
改めて、國府谷俊盛ガバナー、山田哲也地区幹事におかれましては、ご来訪賜りました事、心より厚く御礼申し上げます。
